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記

一
九
五
四
年
日
本
の
皐
術
代
表
圏
が
中
国
科
翠
院
の
招
待
で
訪
中
し
、
翌
五

五
年
中
園
科
察
院
院
長
郭
沫
若
氏
を
園
長
と
す
る
訪
日
翠
術
代
表
闘
を
む
か
え

て
以
来
、
日
中
雨
園
の
聞
学
術
交
流
は
困
難
な
篠
件
の
な
か
で
繕
え
ま
な
く
つ
づ

け
ら
れ
て
き
た
。

特
に
一
九
六
二
年
、
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ド
財
幽
の
現
代
中
関
例
究
セ
ン
タ
ー

設
置
の
計
設
は
我
が
閣
の
中
間
研
究
者
に
中
国
研
究
に
つ
い
て
の
認
識
を
ふ
か

め
さ
せ
、
慶
汎
な
科
撃
者
運
動
の
潮
流
を
つ
く
り
だ
し
た
。
更
に
こ
の
関
手
と

並
ん
で
よ
り
早
く
そ
の
前
年
か
ら
自
分
還
の
手
で
中
闘
の
研
究
者
を
日
本
に
む

か
え
交
流
し
よ
う
と
い
う
勤
き
が
京
都
の
研
究
者
の
聞
に
お
こ
り
、
こ
の
提
案

が
全
国
的
な
各
分
野
で
支
持
を
う
け
、
多
く
の
研
究
者
の
圏
給
し
た
力
に
よ
っ

て
一
九
六
三
年
末
、
科
摩
院
哲
撃
枇
曾
科
聞
宇
部
副
主
任
後
法
泉
研
究
所
所
長
の

張
友
漁
民
を
岡
田
支
と
す
る
中
園
事
術
代
表
闘
の
訪
日
を
質
現
し
た
こ
と
は
雨
園

皐
術
交
流
の
新
し
い
設
展
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
こ
と
に
京

都
の
場
合
、
一
九
六
四
年
の
歴
史
的
な
第
一
回
北
京
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
た
一
つ
の
基
礎
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
を
お
し

す
す
め
る
な
か
で
、
特
に
若
手
研
究
者
の
訪
中
の
希
望
は
た
か
ま
り
、
六
三
年
の

代
表
幽
の
歓
迎
賓
行
委
員
曾
が
改
組
し
て
成
立
し
た
日
中
皐
術
交
流
京
都
懇
談

禽
(
代
表
世
話
人
末
川
博
立
命
大
線
長
)
が
こ
の
希
望
を
科
皐
院
に
停
え
た
。

こ
う
し
て
科
事
院
の
理
解
と
、
一
九
六
四
年
秋
訪
中
し
た
日
本
皐
術
代
表
圃
に

参
加
さ
れ
た
武
藤
守
一
立
命
大
教
授
、
森
鹿
三
京
大
教
授
と
、
北
京
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
出
席
さ
れ
た
井
上
清
京
大
教
授
ら
の
熱
心
な
努
力
に
よ
り
、
こ
の
希
望

は
橡
怨
外
に
速
や
か
に
質
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
側
で
は
同
懇
談
合
と

日
中
友
好
協
曾
京
都
府
連
合
曾
皐
術
交
流
委
員
曾
(
武
藤
守
一
委
員
長
)
、
日
中

経
済
事
京
都
交
流
曾
(
代
表
幹
事
松
井
消
京
大
教
授

γが
汲
透
幽
慢
と
な
り
、

中
闘
の
科
事
院
が
受
け
入
れ
圏
健
と
な
る
形
で
京
都
の
若
手
中
園
研
究
者
四
名

ハ
橡
定
で
は
他
に
引
率
数
官
一
名
)
を
現
在
の
際
件
の
下
で
は
最
高
の
期
間
で

あ
る
三
ヶ
月
間
中
園
乙
滞
在
さ
せ
研
究
懇
習
さ
せ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
上

記
三
副
程
は
こ
の
決
定
に
も
と
ず
き
一
九
六
五
年
二
月
、
各
部
門
の
研
究
者
を

つ
の
り
選
考
し
た
結
果
、
中
闘
文
事
か
ら
入
谷
仙
介
・
吉
田
富
夫
・
興
膳
宏
、

歴
史
考
古
穆
か
ら
永
田
英
正
、
陵
史
皐
か
ら
狭
間
直
樹
・
佐
竹
鱗
彦
の
計
六
名

を
選
び
、
語
撃
そ
の
他
の
準
備
を
は
じ
め
た
が
、
公
務
員
の
渡
航
制
限
等
の
事

情
に
よ
り
結
局
九
月
に
入
っ
て
、
吉
田
・
輿
膳
・
狭
間
・
佐
竹
の
四
名
を
京
都

訪
中
青
年
中
関
研
究
者
代
表
幽
の
闘
員
と
し
て
決
定
し
た
。
代
表
闘
は
互
選
に

よ
り
吉
田
を
園
長
に
選
び
、
同
年
十
月
二
六
日
一
例
戸
を
出
港
し
、
同
月
三
十
日

に
上
海
に
つ
き
、
翌
六
六
年
一
月
一
一
一
一
日
に
天
津
を
離
れ
る
ま
で
の
三
ヶ
月
間

中
固
に
滞
在
し
祭
脅
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

我
々
代
表
脳
が
訪
中
に
際
し
て
希
望
し
た
こ
と
は
、
狭
い
意
味
の
研
究
面
に

阪
ら
ず
現
代
の
中
国
の
枇
曾
主
義
枇
曾
を
自
分
遠
の
眼
で
見
、
風
土
人
情
に
接

し
こ
の
商
か
ら
自
分
遠
の
も
っ
て
い
る
中
国
史
像
を
正
し
、
こ
れ
を
堕
か
な
も

の
に
す
る
ニ
と
、
及
び
新
中
闘
の
撃
問
研
究
の
現
賓
の
あ
り
方
に
ふ
れ
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
科
翠
院
の
側
で
は
こ
う
し
た
希
望
を
全
面
的
に
受
け
い

れ
ら
れ
、
我
・
々
の
中
国
で
の
撃
習
、
見
事
は
お
お
ま
か
に
云
っ
て
、
①
大
皐
・

研
究
所
・
博
物
館
及
び
記
念
館
の
訪
問
②
主
と
し
て
新
民
主
主
義
革
命
期
の

革
命
遺
跡
の
参
観
③
人
民
公
枇
・
工
場
等
枇
曾
主
義
建
設
の
現
状
の
見
事

①
歴
史
遺
跡
と
風
物
の
見
物
、
の
四
黙
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
日
程
と
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し
て
は
十
月
三
十
一
日
に
北
京
に
つ
き
十
一
月
十
九
日
ま
で
北
京
に
滞
在
、
向

日
午
後
北
京
騨
を
離
れ
、
西
安
・
延
安
・
南
京
・
上
海
・
杭
州
・
南
昌
・
井
岡

山
・
長
沙
・
慶
州
の
各
地
を
ま
わ
っ
て
十
二
月
十
七
日
北
京
に
帰
着
し
た
。
更

に
五
日
後
の
同
月
二
十
一
日
に
北
京
大
撃
の
留
皐
生
寮
に
う
つ
り
、
例
外
的
に

一
人
一
申
哲
壱
輿
え
ら
れ
、
以
後
鯖
闘
す
る
ま
で
の
四
十
日
を
こ
こ
で
す
ご
す
こ

と
と
な
っ
た
。

常
国
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
研
究
面
に
限
り
、
そ

れ
も
狭
い
意
味
の
研
究
動
向
は
叉
の
機
曾
に
ゆ
ず
り
、
現
在
の
中
闘
に
お
け
る

事
問
の
お
か
れ
た
位
置
と
、
前
近
代
史
研
ー究
の
方
向
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

我
々
が
中
国
滞
在
中
最
も
強
く
感
じ
た
の
は
、
四
史
編
纂
、
宇
農
学
讃
の
開

始
、
及
び
歴
史
上
の
人
物
評
債
の
規
準
と
方
法
へ
の
反
省
を
き
っ
か
け
と
し
た

歴
史
皐
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
傾
向
の
克
服
等
に
み
ら
れ
る
事
問
、
教
育
の
愛
革
が

全
面
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
在
の
大
事
教
育
の
あ
り
方
を
決
定
し
た
の
は
、
一
九
五
八
年
に
人
民
公
祉

化
の
賓
施
と
な
ら
ん
で
お
こ
な
わ
れ
た
数
祭
改
革
で
あ
る
。
こ
の
改
革
に
よ
っ

て
⑦
人
民
の
た
め
に
服
務
し
率
聞
を
政
治
と
結
び
つ
け
る
、
②
数
脊
と
努
働

を
結
び
つ
け
る
、

③
理
論
と
賓
践
を
結
び
つ
け
る
、
と
い
う
教
育
の
目
的
が
設

定
さ
れ
た
。

現
在
ま
で
の
大
事
の
率
制
は
一
般
的
に
は
自
然
科
撃
が
六
年
制
、
世
曾
科
事

が
五
年
制
で
、
吐
曾
科
皐
の
場
合
に
は
三
年
級
ま
で
が
基
礎
科
目
を
摩
習
し
、

四
年
級
五
年
級
で
専
門
課
程
に
入
る
。
五
O
分
授
業
で
講
義
時
間
は
割
に
少
く

例
え
ば
南
京
大
撃
の
史
翠
科
の
例
で
は
四
年
級
で
一
週
十
六
時
間
、
五
年
級
で

十
二
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
年
間
に
集
中
的
か
分
散
的
か
は
具
程
的
な

情
況
に
よ
っ
之
差
が
あ
り
各
大
事
で
も
異
っ
て
い
る
が
、
大
僅
十
ヶ
月
程
の

問
、
工
場
や
農
村
で
す
ご
す
。

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
枇
曾
主
義
教
育
運
動
で
あ

り
、
こ
の
間
、
二
日
に
つ
い
て
牢
日
を
労
働
に
あ
て
、
残
り
の
時
聞
を
撃
習
、

調
査
等
の
文
化
活
動
(
四
史
編
纂
を
ふ
く
む
〉
に
あ
て
る
。

毛
細
陣
東
思
想
の
事
習
は
全
拳
生
の
必
須
科
目
で
あ
り
篤
史
・
政
治
経
済
撃
・

哲
撃
に
分
け
、
う
ち
哲
撃
は
い
わ
ゆ
る
四
論
(
賞
践
論
・
矛
盾
論
、
正
確
に
人

民
内
部
の
矛
盾
を
慮
理
す
る
問
題
、
人
の
正
確
な
認
識
は
ど
こ
か
ら
く
る
か
)

を
園
学
習
す
る
こ
と
を
一
九
六
四
年
に
決
定
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典

と
し
て
は
毛
津
東
選
集
の
他
、
廃
史
系
の
場
合
、
共
産
黛
宣
言
、
ド
イ
ツ
農
民

戦
争
、
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ
メ

l
ル
一
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
内
閣
臨
、

革
命
と
反
革
命
、
家
族
と
私
有
財
産
お
よ
び
関
家
の
起
源
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る

資
本
主
義
の
稜
達
等
が
必
讃
文
献
で
あ
り
、
更
に
世
界
史
の
場
合
に
は
こ
れ
に

資
本
論
が
加
わ
る
。

中
園
前
近
代
史
を
専
攻
す
る
翠
生
の
比
重
は
南
京
大
皐
や
復
日
一
大
事
の
よ
う

な
古
い
侍
統
と
整
っ
た
問
書
を
も

っ
た
大
撃
で
は
全
健
の
う
ち
二
五
%
、
世
界

史
が
二
五
%
、
中
園
近
現
代
史
が
五
O
%
と
き
い
た
が
、

一
般
的
に
は
中
間
前

近
代
史
を
選
ぶ
も
の
は
一
割
に
み
た
な
い
。
し
か
し
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
厚
今

薄
古
と
い
う
の
は
前
近
代
史
の
無
視
で
は
な
い
。
南
京
大
開
宇
で
若
手
の
研
究
者

と
話
し
あ
っ
た
時
こ
の
黙
に
つ
い
て
愚
聞
を
愛
し
た
が
、
吐
曾
主
義
枇
曾
も
先

行
す
る
階
級
枇
曾
の
履
史
的
妥
展
で
あ
り
勤
肱
力
者
が
自
然
と
闘
い
階
級
抑
墜
と

闘
っ
て
歴
史
を
創
造
し
て
き
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
歴
史
を
正
し
く

認
識
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
返
答
さ
れ
た
。

日
本
の
大
皐
院
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
研
究
生
の
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
自

分
の
研
究
し
た
い
テ
1
7
に
あ
わ
せ
て
教
授
を
選
ぶ
の
で
人
気
の
あ
る
教
授
に

皐
生
が
殺
倒
す
る
。
試
験
は
全
関
統
一
で
行
な
わ
れ
、
こ
の
黙
は
大
息
入
試
と

同
じ
で
あ
る
。
年
限
は
=
一
年
制
、
職
員
扱
い
で
毎
月
四
十
数
元
が
奥
え
ら
れ
、

更
に
一
年
に
四
O
元
を
書
籍
費
と
し
て
受
け
と
る
。
因
み
に
翠
生
の
一
月
の
食

ヴ
d
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費
は
一
五
元
程
で
あ
る
。
こ
の
問
、
大
皐
院
向
け
の
講
義
の
よ
う
な
も
の
は
な

く
、
指
導
教
授
の
指
導
を
う
け
て
各
自
そ
の
テ
l

マ
を
研
究
す
る
。

こ
の
他
、
機
闘
の
幹
部
、
工
場
の
幹
部
、
教
員
等
を
再
教
育
す
る
も
の
と
し

て
進
修
生
の
制
度
が
あ
り
、
期
間
は
不
定
期
、
お
お
む
ね
一

J
二
年
で
あ
る
。

人
民
大
事
な
ど
で
は
そ
の
性
格
上
こ
の
進
修
生
が
非
常
に
多
く
、
腕
平
生
と
ほ
ぼ

同
数
の
卒
業
生
を
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
封
し
て
教
員
と
し
て
は
、
助
教
・
講
師
・
副
数
・
教
授
が
い
る
」
歴

史
系
の
場
合
は
助
教
の
数
は
ほ
ぼ
教
員
全
員
の
半
数
程
度
で
あ
る
。
次
に
北
京

大
撃
で
の
見
聞
に
よ
っ
て
教
員
の
制
度
を
の
ベ
る
。
卒
業
生
は
そ
の
後

一
年
の

校
務
指
嘗
を
へ
て
助
教
に
な
る
。
助
教
の
任
務
は
質
験
講
義
以
外
の
翠
生
の
指

導
で
あ
る
。
助
教
を
三
J
四
年
勤
め
る
と
各
専
門
部
の
討
議
を
通
じ
高
等
撃
部

の
批
准
に
よ
っ
て
講
師
と
な
る
。
講
師
は
講
義
の
他
、
一
定
時
間
助
教
と
同
様

に
胞
子
生
の
諜
外
活
動
を
指
導
す
る
義
務
が
あ
り
、
一
週
の
五
分
の
一
か
ら
四
分

の
一
の
時
聞
を
自
分
の
専
門
研
究
に
つ
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
副
教
授
は
三
分

の

一
の
時
聞
を
摩
生
の
指
導
、
講
義
と
公
務
に
、
残
り
の
時
聞
を
研
究
に
つ
か

う
。
数
授
は
論
文
指
導
が
主
な
任
務
で
あ
り
、
一
週
三

0
時
間
を
研
究
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
講
師
以
上
の
講
義
時
間
は
一
週
に
二
J
四
時
間
が
普
通
で

あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
準
備
の
努
力
は
大
畿
で
あ
る
と
い
う
。
助
教
が
全
時
聞

を
皐
生
の
課
外
指
導
に
あ
て
て
い
る
わ
け
だ
し
、
講
，義
は
質
質
的
で
程
度
が
高

‘w
 一

般
に
事
生
が
教
員
の
考
え
に
不
満
で
あ
っ
た
り
新
し
い
問
題
が
提
出
さ
れ

た
り
す
る
と
、
多
く
の
撃
生
の
質
成
が
あ
れ
ば
討
論
を
組
織
す
る
。
討
論
は
個

人
の
事
習
と
小
グ
ル

ー
プ
で
の
検
討
を
基
縫
と
し
て
相
嘗
の
準
備
過
程
を
へ
て

か
ら
数
室
の
討
論
に
も
ち
こ
む
。
よ
り
簡
軍
に
自
分
の
意
見
を
裂
表
す
る
た
め

に
は
掲
示
板
を
使
っ
た
公
開
書
筒
形
式
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
卒
直
で
徹
底
し
た

批
剣
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

厚
生
と
数
員
の
仲
は
極
め
て
親
密
で
あ
り
兄
弟
か
仲
間
の
よ
う
な
感
じ
を
う

け
る
。
こ
と
に
秀
れ
た
数
師
に
謝
す
る
皐
生
の
敬
愛
の
念
は
強
い
。
こ
の
よ
う

な
研
究
と
相
互
批
判
刊
の
中
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
論
文
を
護
表
す
る
場
と
し
て
は

校
刊
と
摩
報
が
あ
る
。
息
ナ
報
は
教
員
と
撃
生
で
作
ら
れ
る
教
研
小
組
の
研
究
成

果
を
後
表
す
る
場
で
あ
り
、
撃
生
の
卒
論
を
護
表
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
成
果
を
総
括
す
る
の
が
校
刊
で
あ
る
。
雨
者
と
も
各
大
撃
の
内
部
交
流
の
た

め
の
も
の
で
一
般
研
究
者
の
手
に
わ
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
一
種
の
自
力
更
生
の

原
則
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
各
校
各
系
の
賀
状
に
臨
応
じ
て
あ
る

程
度
の
未
熟
な
研
究
を
も
許
容
し
よ
う
と
い
う
こ
と
と
、
著
者
と
識
者
の
意
見

交
流
に
よ
り
誤
り
を
す
ぐ
訂
正
で
き
る
と
い
う
鮎
か
ら
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
こ

の
外
、
各
校
各
系
で
数
撃
の
参
考
資
料
を
出
し
て
い
る
が
こ
れ
も
内
部
資
料
で

あ
る
。

歴
史
撃
の
数
科
書
と
し
て
は
郭
沫
若
氏
主
編
の
中
国
史
稿
と
、
相
捌
伯
賛
氏
主

編
の
中
園
歴
史
綱
要
が
あ
る
。
前
者
は
科
事
院
の
歴
史
研
究
所
が
主
慢
と
な
り

外
部
の
研
究
者
を
も
と
め
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
北
京
大
事
の

歴
史
系
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
雨
者
と
も
近
く
改
稿
す
る
橡
{
疋
で
あ
る
。

こ
の
数
科
書
も
大
事
外
に
は
出
し
て
い
な
い
。

以
上
は
大
皐
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
簡
軍
な
/
|
ト
で
あ
る
が
、
閉
宇
問

研
究
を
政
治
・
努
働

・
貫
肢
と
結
び
つ
け
る
と
い
う
方
針
と
な
ら
ん
で
、
勢
働

者

・
農
民
の
知
識
化
が

一
貫
し
て
計
ら
れ
て
き
た
。

震
史
系
の
場
合
、
雨
者
の
接
貼
と
な
る
の
が
四
史
編
纂
運
動
(
家
史
・
村
史

・
工
場
史

・
人
民
公
社
史
)
で
あ
り
、
こ
れ
も
一
九
五
八
年
の
数
準
改
革
以
後

の
祉
曾
主
義
教
育
運
動
の

一
環
と
し
て
と
り
く
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

四
史
編
纂
に
つ
い
て
は
歴
史
研
究
に
も
昨
年
の
み
で
七
篇
の
論
文
が
掲
載
さ
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れ
て
い
る
が
、
北
京
四
史
叢
書
(
現
在
ま
で
八
冊
出
版
)
を
編
集
し
た
綴
験
を

総
括
し
た
趨
有
幅
、
震
凱
氏
の
「
試
論
編
篤
和
研
究
。
四
史
。
的
重
大
意
義
」

(
六
五
年
第
一
期
)
が
基
本
的
な
問
題
貼
を
し
ら
せ
て
く
れ
る
。
幸
い
南
京
に

滞
在
し
た
際
、
所
江
省
哲
撃
枇
倉
科
察
研
究
所
歴
史
系
組
長
の
萎
志
良
先
生
に

四
史
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
は
ほ
ぼ
我
々
と
同

年
輩
と
み
う
け
ら
れ
る
小
柄
で
お
と
な
し
い
方
で
あ
る
。

話
は
江
蘇
省
の
例
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
。
江
蘇
省
に
つ
い
て
い
え
ば
農

民
が
大
多
数
を
し
め
て
い
る
の
で
家
史

・
村
史
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
は
二
種
で
あ
る
(
現
在
四
史
を
本
格
的
に
出
版
し
て
い

る
の
は
北
京
と
上
海
で
あ
る
が
、
各
地
で
も
か
な
り
出
版
さ
れ
、
例
え
ば
廃
東

で
は
解
放
軍
史
を
加
え
た
五
史
が
で
て
い
る
)
。

四
史
編
纂
に
つ
い
て
の
全
省
の
統

一
的
な
計
董
は
な
い
。
こ
れ
は
何
よ
り
四

史
が
労
働
者
農
民
が
自
分
の
歴
史
を
総
括
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大
衆
的
な

歴
史
運
動
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
畢
生
や
研
究
者
に
と
っ
て
こ
の
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
は
事
術
研
究
の
機
曾
で
あ
る
と
と
も
に
自
己
改
造
の
機
曾
で

あ
る
。
彼
ら
は
四
史
編
纂
に
協
力
す
る
が
そ
の
主
題
は
労
働
者
農
民
で
あ
る
。

従
っ
て
例
え
ば
あ
る
村
で
人
材
が
な
く
て
四
史
が
か
け
な
い
場
合
は
、
そ
の
村

で
書
け
る
人
聞
が
出
現
す
る
ま
で
待
て
ば
よ
い
し
、
そ
の
村
の
中
間
学
の
卒
業
生

で
も
農
民
と
共
に
四
史
を
作
れ
る
。

主
要
な
問
題
黙
は
、
搾
取
の
方
法
(
地
租
と
そ
の
内
容
・
労
役

・
高
利
貸
・

備
工

・
附
加
税
等
|
|
例
え
ば
江
蘇
で
は
地
租
の
銭
納
は
少
な
い
〉
、
農
民
の
苦

し
さ
の
程
度
、
政
治
的
権
利
、
経
済
の
破
媛
の
程
度
、
革
命
関
手
の
方
式
(
特

に
す
ぐ
れ
た
貼
は
英
雄
人
民
史
の
形
で
詳
細
に
調
査
す
る
)
、
解
放
後
の
生
産

の
設
展
情
況
(
枇
曾
主
義
建
設
の
設
展
、
農
民
の
手
に
よ
る
科
皐
賞
験
の
進
展
)

と
解
放
前
の
欣
況
、
闘
争
と
の
関
連
、
等
で
あ
る
。

一
般
に
農
民
は
物
語
風
の
四
史
を
好
む
が
、
こ
の
こ
と
と
事
質
迫
求
と
の
間

の
矛
盾
は
、
歴
史
的
異
質
を
停
え
る
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
決
定
は
、
そ
の
場
で
生
き
、
歴
史
を
作
っ
て
き
た
農
民
が
心
の
底
か
ら
倣

迎
し
自
分
の
廃
史
と
し
て
う
け
入
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
先
生
は

最
後
に
、
農
民
が
こ
の
よ
う
に
歓
迎
す
る
四
史
を
書
け
れ
ば
全
ゆ
る
皐
術
研
究

の
問
題
も
そ
こ
か
ら
解
決
で
き
る
し
、
そ
う
で
な
い
な
ら
い
か
な
る
事
術
研
究

も
成
立
し
な
い
と
力
を
こ
め
て
話
を
む
す
ば
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
自
ら
の
歴
史
を
線
括
し
た
農
民
が
、
「
何
事
も
海
青
天
の
お
か

げ
」
と
い
う
呉
恰
氏
の
「
海
瑞
罷
官
」
に
え
が
か
れ
た
農
民
像
を
肯
定
で
き
な

い
の
は
嘗
然
で
あ
り
、
人
物
詩
償
論
宇
が
深
い
根
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取

で
き
る
。

一
九
五
八
年
以
降
の
こ
の
よ
う
な
思
想
改
造
の
運
動
の
護
展
の
上
に
最
近
歴

史
研
究
者
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
二
つ
の
動
き
が
あ
ら
わ
れ
た
。

一
つ
は
大
撃

に
お
け
る
学
食
中
ナ
讃
運
動
の
展
開
で
あ
り
、
一
つ
は
歴
史
研
究
そ
の
も
の
に
お

け
る
新
し
い
動
き
で
あ
る
。

中
十
農
牢
讃
運
動
は
「
五
年
試
験
・
十
年
推
廃
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
に
、
肉

鐙
労
働
と
精
紳
労
働
の
統
一
と
い
う
枇
曾
主
義
革
命
の
大
目
標
を
追
求
し
て
展

開
さ
れ
て
い
る
。
我
々
が
訪
問
し
た
中
で
は
、
西
北
大
皐

・
南
京
大
事
・
中
山

大
事
等
が
す
で
に
い
く
つ
か
の
系
で
農
村
へ
の
移
住
を
開
始
し
て
い
た
が
、
一

般
に
、
中
文

・
歴
史
系
の
皐
生
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。

北
京
大
事
歴
史
系
の
農
村
へ
の
移
住
も
今
年
の
一
月
末
に
行
な
わ
れ
、
我
々

も
ト
ラ
ッ
ク
に
の
っ
て
十
三
陵
F
ム
の
近
郊
に
う
つ
る
彼
ら
を
見
迭
っ
た
。
は

じ
め
て
の
経
験
で
も
あ
り
、
一
沫
の
不
安
は
み
ら
れ
た
が
ふ
百
大
き
な
期
待
を
も

っ
て
い
た
。
圏
書
は
、
歴
史
系
問
書
館
の
も
の
は
農
村
に
う
つ
し
、
そ
れ
以
外

の
も
の
に
つ
い
て
は
専
門
の
自
動
車
が
あ
り
、
カ
ー
ド
を
書
く
と
一
週
間
以
内
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に
と
ど
け
て
く
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
農
村
で
の
生
活
は
、
枇
曾
調
査

・
労
働
そ

の
他
の
仕
事
の
時
聞
が

2
、
講
義
と
聞
学
習
の
時
聞
が
3
の
割
合
に
な
っ
て
い

ヲ
匂
。

研
究
菌
で
の
新
し
い
動
き
に
つ
い
て
は
、
紅
旗
か
ら
歴
史
研
究
の
一
九
六
六

年
第
一
期
に
鴎
載
さ
れ
た
利
厚
院
膝
史
研
究
所
副
所
長
の
勢
達
氏
の
「
必
須
把

史
筆
革
命
進
行
到
底
」
が
基
本
的
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。

我
々
は
幸
運
に
も
歴
史
研
究
所
を
訪
問
し
た
際
に
安
達
先
生
に
お
目
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
。
先
生
は
六
十
才
と
う
か
が
っ
た
。
温
顔
痩
身
、
農
民
的
な

親
し
み
の
あ
る
風
貌
で
あ
る
が
話
が
佳
境
に
入
る
と
大
き
な
身
振
を
ま
じ
え
て

生
々
と
語
ら
れ
強
い
領
袖
怖
が
感
じ
ら
れ
た
。
図
民
黛
支
配
下
の
南
京
の
中
央
科

翠
院
を
の
が
れ
延
安
の
革
命
運
動
に
参
加
さ
れ
た
生
え
ぬ
き
の
革
命
家
で
あ
り

研
究
者
で
あ
る
。
罪
逮
と
い
う
名
は
そ
の
時
つ
け
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
踏
叩現
し
て

い
る
と
き
い
た
。
こ
れ
は
北
京
大
与
の
研
究
生
に
き
い
た
話
で
あ
る
が
先
生
の

醤
か
れ
た
囚
史
は
農
民
が
涙
を
な
が
し
な
が
ら
績
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
生
は
現
在
の
歴
史
筆
の

F

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
要
素
を
批
糾
問
さ
れ
た
後
、
歴
史
謬

の
新
し
い
人
材
は
質
際
の
階
級
闘
字
と
理
論
闘
争
の
中
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
研
究
生
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
悶
宇
か
ら

雌
れ
、
教
授
の
指
導
を
う
け
て
研
究
に
浪
人
す
る
と
い
う
性
格
を
も
ち
、
こ
と

に
枇
曾
科
事
に
つ
い
て
は
研
究
生
は
不
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

研
究
所
の
髄
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
原
始
J
古
代
、
封
建
枇
曾
(
麿

ま
で
と
以
後
の
二
班
)
・
少
数
民
族
史
、
思
想
史
の
各
班
の
他
に
、
新
し
く
物
質

文
化
(
責
任
者
張
政
娘
氏
)
、
歴
史
地
理
(
駐
留
設
展
と
閥
連
し
て
研
究
す
る

|

|
責
任
者
は
銚
家
積
氏
)
、
軍
事
史
(
階
級
関
手
・
民
族
戦
宇
・

支
配
階
級

内
部
の
戦
字
等
の
法
則
を
明
ら
か
に
す
る
|
|
責
任
者
は
白
天
氏
〉
、
史
皐
史

(
責
任
者
は
安
達
氏
)
の
各
研
究
班
が
つ

く
ら
れ
、
各
班
の
主
要
な
研
究
員
は

大
事
卒
業
後
ま
の
な
い
若
手
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
前
近
代

史
研
究
上
で
の
新
し
い
動
き
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

こ
の
他
前
掲
中
関
史
稿
の
現
代
史
の
部
分
を
完
成
す
る
の
が
笛
面
の
仕
事
で

あ
り
、
そ
の
後
、
各
時
代
、
各
分
野
の
研
究
を
組
織
し
統
一
し
た
観
黙
の
も
と

に
意
見
の
交
換
と
討
論
を
行
い
新
し
い
通
史
を
書
く
激
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
公

開
出
版
さ
れ
る
。

資
料
整
理
の
菌
で
は
、
藤
代
文
物
腰
史
悶
譜
の
第
一
部
を
六
六
年
末
か
六
七

年
初
に
出
版
す
る
他
、
甲
骨
文
の
全
面
的
整
理
、
清
朝
槍
案
と
孔
府
槍
案
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
。

最
後
に
北
京
大
事
滞
在
中
の
事
習
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

北
京
大
撃
で
は
丁
度
冬
休
み
に
あ
た
り
、
叉
今
回
の
訪
中
の
性
格
か
ら
し
て

も
講
義
を
き
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
筆
者
は
北
京
大
撃
の
数
授
で
前
近

代
史
部
門
の
副
主
任
の
旺
銭
先
生
に
卒
均
週
二
回
の
指
導
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
た
。

先
生
は
現
在
四
九
才
、
一
九
四
五
年
ま
で
雲
南
に
お
ら
れ
、
前
近
代
史
を
研

究
、
の
ち
現
代
史
を
畢
び
自
分
で
も
現
代
史
研
究
に
う
つ
り
た
か
っ
た
が
革
命

の
要
求
の
た
め
、
つ
つ
い
て
前
近
代
史
を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
以
前
の
骨
局
員
を
拝
見
す
る
と
非
常
に
肥
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
数
年
前
大

病
を
患
ら
わ
れ
現
在
で
は
む
し
ろ
痩
射
で
あ
る
。
翠
生
時
代
は
ハ
ス
ケ
ッ
ト
を

や
っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
。
現
在
で
も
日
中
の
卓
球
試
合
は
必
ら
ず
見
物
に
ゆ

か
れ
る
そ
う
で
、
雑
談
の
際
は
よ
く
ス
ボ
l

y
の
話
が
で
た
。
明
か
る
く
親
し

み
ゃ
す
い
先
生
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
徐
病
が
あ
る
そ
う
で
、
学
農
中
十
讃
の
開

始
と
と
も
に
多
忙
を
緩
め
る
日
々

の
中
で
、
っ
か
れ
た
顔
も
せ
ず
に
熱
心
な
指

導
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
の
こ
と
を
思
い
だ
す
と
感
謝
の
念
に
た
え
な
い
。
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こ
こ
で
は
封
建
吐
曾
分
析
の
基
本
的
視
角
に
つ
い
て
の
先
生
の
見
解
を
-
記
し

て
お
き
た
い
。

ま
ず
毛
細揮
東
思
想
以
前
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
か
ら
え
ら
れ
る
も
の
と
し

て
、
①
小
農
生
産
、
②
封
建
的
大
土
地
所
有
、
の
二
貼
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
と
関
連
し
て
、

③
自
然
経
済、

①
経
済
外
強
制
、

①
農
民
の
土
地
へ
の
緊

縛
、
の
五
鮎
が
封
建
一
位
舎
の
基
本
的
特
徴
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

次
に
毛
津
東
思
想
、
こ
と
に
矛
盾
論

・
中
園
革
命
と
中
国
共
産
業
・
人
民
内

部
の
矛
盾
等
に
よ

っ
て、

①
矛
盾
の
普
遍
性
と
特
殊
性
(
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て

例
え
ば
同
じ
資
本
主
義
の
範
鴎
の
中
で
の
産
業
資
本
主
義
か
ら
帝
闘
主
義
の
段

階
へ
の
褒
展
を
理
解
で
き
、
同
様
に
封
建
一
枇
曾
段
階
内
で
の
設
展
を
明
ら
か
に

で
き
る
〉
、
②
一
切
の
枇
曾
の
基
本
矛
盾
は
生
産
力
と
生
産
関
係
の
矛
盾
と
上

部
構
造
と
下
部
構
造
の
聞
の
矛
盾
で
あ
る
、
①
同
一
の
一
位
曾
形
態
内
に
お
い
て

も
生
産
力
の
設
展
の
み
な
ら
ず
、
生
産
関
係
と
上
部
構
造
の
面
で
も
一
定
の
愛

化
が
あ
る
、

⑤
封
建
枇
曾
内
で
の
設
展
の
動
力
は
階
級
関
手
で
あ
り
、
農
民
戦

宇
に
よ
る
王
朝
の
闘
機
の
み
な
ら
ず
、
一
位
曾
の
通
常
の
笈
展
も
た
と
え
小
規
模

で
あ
っ
て
も
農
民
裁
手
や
そ
の
他
の
勤
労
者
の
関
手
の
結
果
と
し
て
お
こ
る
、

の
五
鮎
を
引
き
だ
せ
る
と
さ
れ
た
。
先
生
の
廃
史
分
析
は
一
貫
し
て
こ
の
理
論

と
く
み
あ
わ
さ

っ
て
お
り
、
特
に
毛
細
停
東
思
想
に
よ
る
第
五
駄
を
歴
史
上
の
農

民
戦
字
の
許
償
の
問
題
ゃ
い
わ
ゆ
る
王
朝
の
譲
歩
政
策
と
い
う
考
え
方
の
批
判

と
し
て
具
健
的
に
説
明
さ
れ
た
・
」
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

こ
の
他
具
鐙
的
分
析
の
面
で
、
均
田
制
は
貴
族
大
地
主
に
封
す
る
限
田
策
で

あ
る
と
と
も
に
中
小
地
主
の
護
展
に
み
ち
を
ひ
ら
く
も
の
で
あ
り
、
均
田
制
の

施
行
さ
れ
た
時
期
金
程
が
封
建
枇
曾
の
前
期
か
ら
後
期
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
と

す
る
見
解
な
ど
極
め
て
興
味
ぶ
か
い
考
え
を
い
く
つ
か
う
か
が
う
た
が
、
こ
こ

で
は
旺
先
生
個
人
の
見
解
を
記
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
新
中
閣
の
現
在
の

盤
史
研
究
の
方
法
を
示
す
一
例
と
し
て
あ
げ
た
の
で
個
々
の
具
鰻
的
な
問
題
に

つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。

北
京
大
皐
滞
在
中
に
は
叉
、
宋
代
史
の
都
出
血
銘
先
生
の
御
宅
を
訪
れ
、
宋
代

史
研
究
の
現
欣
や
王
安
石
出
現
法
に
つ
い
て
の
御
意
見
を
う
か
が
っ
た
が
、
誌
が

園
内
健
的
に
な
る
し
紙
面
の
徐
裕
も
な
い
の
で
残
念
な
が
ら
割
愛
す
る
。

こ
の
他
各
地
で
大
事
を
訪
問
し
多
く
の
研
究
者
に
お
曾
い
で
き
た
こ
と
、
こ

と
に
復
E
大
事
で
は
楊
寛
先
生
に
お
目
に
か
か
れ
た
こ
と
、
羽
伯
賛
先
生
、
侯

外
鹿
先
生
の
御
宅
を
訪
問
で
き
た
こ
と
、
侯
先
生
と
と
も
に
六
三
年
に
来
日
ぎ

れ
た
劉
大
年
先
生
に
再
曾
で
き
た
こ
と
、
北
京
大
事
講
師
の
張
文
波
先
生
に
四

論
の
講
義
を
う
け
た
こ
と
、
日
常
に
つ
き
あ
っ
て
意
見
を
交
換
し
た
北
京
大
事

研
究
生
の
摩
偉
章
、
越
春
展
、
李
裕
民
の
諸
君
の
こ
と
な
と
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
あ
ま
り
に
多
く
心
残
り
で
あ
る
。

訪
中
期
間
中
の
科
副
学
院
の
我
々
の
製
習
に
封
す
る
周
到
な
配
慮
と
、
大
間
竿
・

研
究
所

・
博
物
館
或
は
人
民
公
社

・
工
場
や
各
地
の
人
々
の
友
誼
は
全
く
感
激

と
い
う
以
外
の
言
葉
で
は
あ
ら
わ
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
記
を
草

し
て
い
る
聞
に
も
数
多
く
の
人
身
の
思
い
出
が
勝
中
を
去
来
し
て
質
に
な
っ
か

し
い
。
激
務
の
中
で
の
張
友
漁
先
生
の
お
心
づ
か
い
を
は
じ
め
、
終
始
一
貫
し

て
我
々
の
指
導
に
あ
た
り
面
倒
を
み
て
下
さ
っ
た
科
撃
院
封
外
連
絡
庭
副
主
任

の
宋
守
穂
先
生
、
旺
銭
先
生
と
と
も
に
多
忙
の
中
を
我
々
に
劃
し
て
献
身
的
な

指
導
を
お
し
ま
れ
な
か
っ
た
北
京
大
暴
の
近
代
史
の
陳
慶
筆
先
生
等
、
あ
つ
い

友
情
と
厚
意
の
数
々
に
つ
い
て
書
き
だ
せ
ば
際
限
が
な
い
。
こ
と
に
宋
先
生
が

一
月
間
の
圏
内
見
事
の
行
を
と
も
に
さ
れ
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
は
未
熟
未

経
験
の
我
々
に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
後
に
も
う
一
度
こ
れ
ら
の
方
々
に
感
謝
し
、
日
中
雨
闘
の
皐
術
交
流
と
友

好

の

愛

展

を

い

の

っ

て

筆

を

お

き

た

い

。

(
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